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新
し
い
生
命
が
誕
生
し
、
す
く
す
く
育
つ
姿
に
喜
び
を
感
じ
る
一
方
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
心
配
や
不
安
を
感
じ
る
時
期
…

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
新
た
な
心
配
ご
と
が

増
え
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
が
あ
る
時
は
、
自
分
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、
知
人
や
相
談
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
使
い
、
た
く
さ
ん
周
り
に
頼
り
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
で
重
要
な
の
は
、
あ
な
た
の
笑
顔
や

穏
や
か
な
気
持
ち
な
の
で
す
。

親の笑顔が子どもの健やかな成長へ

新型コロナウイルス感染症への感染について、不安やストレスを感じたり、通勤や働き方でお悩み、お困り
の妊婦さんは「母性健康管理措置等に係る特別相談窓口」にご相談ください。

在宅勤務や時差

出勤ができない

かな？

主治医から休業

が必要と判断さ

れた。会社にど

う伝えればいい

んだろう？

会社に休業を申し出た

ら退職を勧められた。

働き続けたいのに、どう

すればいいんだろう？

多くのお客さんと

接する仕事なので

感染が不安。

休業中の給与は

支給されるのか

な？

できれば有給で

お休みしたい。

※妊娠・出産や上記の措置を求め
たことを理由とする不利益取り扱い
は禁止されています。

新型コロナウイルス感染症
への恐れによる心理的なス
トレスが母体の健康に影響
することが考えられます。
医師等の指導を受け、企業
に申し出て以下のような措
置が受けられます。

（対象期間：令和４年１月 31
日まで）

作 業 の 制 限、 在 宅 勤 務、 休 業、
時差通勤、勤務時間の短縮　等

【母性健康管理措置等に係る特別相談窓口】
電話番号：029-277-8295（茨城県労働局）　相談料：無料※匿名可能
受付時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分（土日祝・年末年始除く）

【対象者】就学前の乳幼児
【利用料】無料
【内　容】子育ての悩み相談など
※福祉課子育て支援室でも個別相談を行って

　います。℡0296-48-1111(内線１４３０)

働く妊婦の方へ

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
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【妊婦の方々への新型コロナウイルスに関する相談窓口】
窓口名 電話番号 対応日時

新型コロナウイルス相談窓口 029-301-3200 24 時間対応（土日祝祭日を含む）

すこやか妊娠ほっとライン 029-301-1124 月～金（祝祭日除く）
午前 10 時～午後６時

茨城県助産師会 029-297-5430 月・水・金（祝祭日除く）
午前９時～午後５時

【母性健康管理措置】

　新型コロナウイルス感染症の影響で、家で子どもと一緒の時間が長くなりました。親子関係が密になるよ
い機会となる一方で、つい感情的になって子どもに当たってしまうこともあると思います。子どもたちも、
通常の生活との違いに戸惑いやストレスを感じ普段と違った姿を見せるかもしれません。そうした子どもの
姿に保護者もイライラが募り、感情的に子どもに当たることが増え、親子で一緒にいると辛くなることもあ
るかもしれません。そのような時は、別の部屋に行ったり、家の外に出て深呼吸や歩いたりし、気分転換を
はかりましょう。お子さんから目が離せないけれど、どうしても辛い場合は、電話などを使い頼れる人に話
を聞いてもらいましょう。第三者である公的機関の方が、様々なしがらみがなく何でも話せる場合もあるの
で、上手く使い分けたくさんの頼れる場所をつくりましょう。　

お子様と暮らしている方へ

子どもの予防接種と乳幼児健診は遅らせずに、
予定通りに受けましょう！

予防接種や乳幼児健診は、
お子さんの健やかな成長の
ために一番必要な時期に設
定されています。特に赤
ちゃんの予防接種を遅らせ
ると、免疫がつくのが遅れ、
重い感染症になるリスクが
高まります。

（参照：公益財団法人日本小児科学会「お子様と暮らしている皆様へ」）

２歳未満の子どもへのマスクは危険！
言葉で伝えることが未熟
な２歳未満では、息苦し
さを感じても伝えられ
ず、大人もマスクで表情
を読み取りにくくなりま
す。２歳未満のマスクは
危険です。幼児がマスク

をつける時は、人のいない換気できるとこ
ろで外すなど、様子を見ながらつけさせま
しょう。

町では親子のための様々な事業を行っています

事業名 内　容 申込方法
マタニティ相談 妊娠中の健康・栄養について

事前予約制
健康相談 乳幼児の育児相談・身長体重

測定
離乳食教室 離乳食の相談やアドバイスなど
発達相談 お子さんの言葉や子育てにつ

いての相談援助

【申込・問い合わせ】
健康増進課保健係（保健センター）℡ 0296-48-1955

※上記の事業のほか、妊娠・出産・子育ての不安なことが

　ありましたらお気軽にご相談ください。

名　称 開設日 連絡先
ひかり保育園子育て
支援センター

月～金
午前９時～
　午後２時

0296
 -48-
   0102

みどりが丘保育園
子育て支援センター
なのはな

月・水・金
午前９時～
　午後２時

0296
 -48-
   0804

中結城保育園子育て
支援センター
にこママひろば

月・木・金
午前９時～
　午後２時

0296
 -48-
   0173

【対象者】就学前の乳幼児
【利用料】無料
【内　容】子育ての悩み相談など
※福祉課子育て支援室でも個別相談を行って

　います。℡0296-48-1111(内線１４３０)
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＜自賠責保険について＞

令和３年２月１日（月）から、下記の電子マネーで八菜まゎ～る号の利用料金（お 1 人様 1 乗車 300 円）の　
支払いができるようになりました。

【利用料金の支払い方法】
（1）利用券を購入し、支払い（役場会計課窓口もしくは車内で購入）
（2）下記の電子マネーで支払い≪今回追加≫

※役場会計課窓口および車内で電子マネーのチャージはできません。
※役場会計課窓口での利用券購入には、下記電子マネーの他、各種クレジットカードもご利用できます。
※車内での利用券購入は、現金のみの取扱いとなります。

八
は
菜
な
まゎ～る号

キャッシュレス決済に
　　　　対応しました！！ 問：まちづくり推進課企画政策係

　　（内線３２１０）

【停留所一覧】【停留所設置事業者募集】

【利用者登録】【八菜まゎ～る号概要】

交通安全を祈願した木彫作品を寄贈
　古河市在住の宮師、塚原幸一さ
んが、交通安全を祈願した木彫り
の作品を町に寄贈したことを受
け、１月 19日に野村町長から感
謝状が贈られました。塚原さんは
「町民の皆さんの目に留まって、
少しでも交通安全を認識してもら
えたら幸いです」と話しました。
寄贈品は、役場庁舎正面入り口に
設置されています。 感謝状を持つ塚原さん

ご利用できる電子マネー
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 税　金 問：税務課
　　資産税係（内線 1511）小型特殊自動車を所有している方へ

＜小型特殊自動車とは ?＞

〇農耕作業車
・農耕作業用自動車
　トラクタ、コンバイン、田植え機、農業用薬剤散布車など

・農耕作業用トレーラ（けん引式農作業機）
　農耕トラクタのみに、けん引されるもの
　肥料、薬剤等散布、耕うん、収穫、運搬などの農作業を行うもの
　（マニュアスプレッダ、スプレーヤ、ロールベーラ、トレーラなど）

〇特殊作業車
フォークリフト、ショベルローダなど

【小型特殊自動車の税率表】

＜自賠責保険について＞

　公道を一度でも走行
する車両は加入しなけ
ればなりません。損害
保険会社や販売店で加
入のお手続きをお願い
します。

農耕作業用トレーラ（けん引式農作業機）は、小型特殊自動車扱いとなるので、ナンバープレートの
取得が必要となります。
小型特殊自動車をこれから所有する方（すでに所有している方）は、役場税務課で登録手続きを行い、
ナンバープレートの交付を受けてください。
また、毎年４月１日現在で車両を所有する方には軽自動車税（種別割）が課税されます。

小型特殊自動車
農耕作業車

二輪のもの
※農耕作業用トレーラ 2,000 円

四輪のもの（1000cc 以下） 3,000 円

四輪のもの（1000cc 超） 3,900 円

特殊作業車（フォークリフト、ショベルローダ等） 5,900 円
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＜登録に必要なもの＞

事　由 必要なもの

販売店から購入
・所有者の印鑑
・販売証明書
・届出人の身分証明書

人から譲り受けた

【廃車している場合】
・所有者の印鑑
・譲渡証明書（譲渡人の押印がされているもの）
・廃車証明書
・届出人の身分証明書
【廃車していない場合】
・新・旧所有者の印鑑
・譲渡証明書（譲渡人の押印がされているもの）
・ナンバープレート（標識）
・標識交付証明書
・届出人の身分証明書



広報やちよ№ 736　2021. ２月号　　　6

　

子どもの虫歯予防について
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問：健康増進課保健係
　　（保健センター内）
　　℡ 0296-48-1955

健康増進

【お子さんの歯を守るために気をつけたい生活習慣】

①歯が生え始めたら歯みがきスタート
　歯が生えてきたら、ガーゼで汚れをふき取ることからスタートし、徐々に歯みがきの習慣づけをし
　ていきましょう。

②おやつは時間と量を決めて
　だらだら食べる習慣は、長時間食べ物が口の中に入っている状態が続くため、虫歯のリスクを高め
　ます。時間と量を決めて食べるようにしましょう。

③普段の水分補給は水や麦茶など甘くない飲み物で
　ジュース、イオン飲料や乳酸菌飲料は、虫歯になりやすいので注意が必要です。

④食事を口移しで食べさせない。スプーンや歯ブラシなどは共用しない
　保護者の虫歯の原因菌がだ液を介して子どもに移ることがあるので、食べ物の口移しや、スプーン等
　の共用は避けましょう。

⑤よく噛んで食べる習慣を身につけましょう
　よく噛んで食べることで、だ液の分泌がよくなります。だ液は歯や歯ぐきについた食べかすを洗い
　流す作用があり、虫歯を防ぐことに繋がります。

⑥家族みんなで虫歯予防を！
　家族みんなで虫歯予防を行うことは、お子さん自身の虫歯予防の意識も高めることに繋がります。
　家族の方で虫歯のある場合は早めに治療しましょう。

お子さんの健康な歯を保つためには、歯の健康を守るための生活習慣を
身につけることが大切で、そのためには家族の協力が必要です。

乳歯の時期から家族みんなで虫歯予防！

 広 告 募 集
 広報やちよに広告を掲載しませんか？

　■掲載料金
　　1枠　　縦 45.5mm ×横 175mm　１回 10,000 円
　　1/2 枠　縦 45.5mm ×横 85mm　１回 5,000 円

　■申込方法など詳しくは
　　秘書課広報・シティプロモーション係
　　 ℡ 0296-48-1111（内線 3510）
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 福　祉
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問：福祉課
　　障がい福祉係（内線 1420）

問：長寿支援課
　　高齢福祉係（内線 1210）介護マークをご活用ください

認知症の方の介護は、周囲の方から見ると介護していることが分かりにくいため、誤解や偏見を持た
れる場合があります。
そこで、介護する方が介護中であることを周囲の方に理解していただくため、長寿支援課では「介護
マーク」を無料で配布していますので、ご活用ください。

・介護していることをさりげなく周囲に知ってもらいたいとき
・外出先でのトイレで付き添うとき
・男性介護者が女性用下着を購入するとき　など

〇こんな時にお使いください

【配布対象】
高齢者や障害のある方の介護をしている方

【配布場所】
役場１階長寿支援課

外出先でこのマークを見かけたら温かく

見守ってください

いばらき身障者等用駐車場
利用証制度をご存知ですか？

ショッピングセンターや公共施設などにある身障者等用駐車場を
本当に必要としている方が利用しやすい環境を整備するため、身
障者等（障がい者、高齢者、難病患者、妊婦など）の申し出によ
り利用証を発行しています。

利用証は、県内全ての身障者等用駐車場や、この制度を実施して
いる府県市で利用できます。

区　分 等　級
視覚障がい ４級以上

聴覚または平衡機能障がい 聴覚障がい ３級以上
平衡機能障がい ５級以上

肢体不自由

上肢 ２級以上
下肢 ６級以上
体幹 ５級以上
乳幼児期以前の非進行性の脳
病変による運動機能障がい

上肢機能 ２級以上
移動機能 ６級以上

内部障がい 心臓、じん臓、呼吸器、膀胱または直腸、小腸、免疫、肝臓 ４級以上

〇利用証の交付対象となる方（歩行困難かつ身体障害者手帳の程度が以下に該当する方）

※その他、知的障がい者、精神障害者、高齢者、難病患者、妊産婦など（歩行困難であることが原則）

長寿支援
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町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

提言書を受け取る野村町長（左）と新井議長

　

行
政
区
長
や
各
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
員
等
で
構
成
す
る
町
民

会
議
（
新
井
泉
議
長
）
が

提
言
書
を
ま
と
め
、
12
月

16
日
に
野
村
町
長
へ
提
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
地

区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
今
後
の
方
向
性
を
定
め
、

地
域
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
部
分
は
町
と
協
力
し
、

共
に
住
み
よ
い
町
に
し
て

い
く
た
め
の
指
針
で
す
。

共
に
協
力
し
て
住
み
よ
い
町
へ

町
民
会
議
の
提
言
書
を
提
出

新しく納車された消防ポンプ車 　
12
月
27
日
、
町
消
防
団

第
１
分
団
に
新
し
い
消
防

ポ
ン
プ
車
が
納
車
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
更
新
す
る
車

両
は
、
真
空
ポ
ン
プ
を
２

基
搭
載
し
、
配
管
内
部
の

状
況
を
把
握
で
き
る
流
水

経
路
表
示
機
能
を
備
え
た

自
動
揚
水
シ
ス
テ
ム
モ
ニ

タ
ー
を
装
備
し
て
い
ま

す
。
従
来
と
比
べ
、
放
水

ま
で
の
時
間
短
縮
や
操
作

性
が
向
上
し
ま
し
た
。

安
心
安
全
な
生
活
の
た
め
に

パンジーを植える様子

　

町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
等

連
絡
協
議
会
（
大
久
保
英

男
会
長
）
が
12
月
15
日
、

地
域
を
花
の
力
で
元
気
に

す
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
一
環
で
、
役
場
庁
舎
西

側
の
歩
道
に
パ
ン
ジ
ー
の

花
を
植
え
ま
し
た
。
冬
の

寒
い
時
期
で
も
花
を
見
る

人
の
心
が
温
ま
れ
ば
と
行

わ
れ
、
道
に
カ
ラ
フ
ル
な

彩
り
が
添
え
ら
れ
ま
し

た
。

花
で
心
に
笑
顔
を

町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
が
パ
ン
ジ
ー
を
植
栽
　

目録を受け取る荒巻校長（右）と中山分会長（右か
ら２番目） 　

12
月
21
日
、
交
通
安
全

協
会
八
千
代
支
部
西
豊
田

分
会（
中
山
継
男
分
会
長
）

が
、
西
豊
田
小
学
校
（
荒

巻
英
栄
校
長
）
へ
テ
ン
ト

１
張
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

中
山
分
会
長
は
「
例
年
と

は
違
う
形
で
子
ど
も
た
ち

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
今
回

の
寄
贈
に
至
り
ま
し
た
」

と
話
し
、荒
巻
校
長
は「
大

変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

地
元
の
小
学
校
の
た
め
に

西
豊
田
小
学
校
に
テ
ン
ト
を
寄
贈

表彰状を持つ髙﨑区長（右）と野村町長 　

茨
城
県
等
が
主
催
す
る

第
48
回
花
と
緑
の
環
境
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
で
下
山
川

行
政
区（
髙
﨑
隆
区
長
）が
、

お
も
て
な
し
花
壇
の
部
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
県

民
運
動
理
事
長
賞
を
受
賞

し
、
12
月
25
日
に
野
村
町

長
へ
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

野
村
町
長
は
「
皆
さ
ま
の

努
力
が
町
の
美
し
い
景
観

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

町
の
美
し
い
景
観
へ
貢
献

下
山
川
行
政
区
が
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

京料理弁当を食べる生徒たち
　
12
月
24
日
、
東
中
学
校

（
池
田
い
ず
み
校
長
）
３

年
生
56
人
へ
京
料
理
の
お

弁
当
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
京

都
へ
の
修
学
旅
行
が
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
先
生
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
が
相
談

し
計
画
。
生
徒
は
サ
プ
ラ

イ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
驚

き
つ
つ
、
本
格
的
な
京
料

理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

お
弁
当
を
通
し
京
都
を
感
じ
る

京
料
理
の
お
弁
当
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
３
年
生
へ

第
１
分
団
に
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車
が
納
車
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　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 32 回（男子）第 42 回（女子）
県西地区ミニバスケットボール秋季
大会兼第 48 回茨城県ミニバスケット
ボール選手権大会県西地区予選大会

〔と　き〕10 月 11 日（日）、24 日
（土）、25 日（日）、11 月３日（火）
〔ところ〕石下総合体育館　他
〔主　催〕茨城県バスケットボール協
会 U12 部会、茨城県スポーツ少年団
県西地区 U12 部会

〔主な結果〕
男子の部
準優勝　八千代ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団

スポーツ大会の結果 ■第 19 回茨城県低学年バドミント
ン大会

〔と　き〕10 月 31 日（土）
〔ところ〕筑西市下館総合体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミント
ン連盟

〔主な結果〕
３年男子シングルスの部
第３位　古澤翔
　　　　（西豊田バドミントン）

■第 19 回明野ちびオープン小学生
シングルス大会未就学ちびちび交流

〔と　き〕11 月１日（日）
〔ところ〕筑西市下館総合体育館
〔主　催〕明野ちびっこバドミントン
クラブ

〔主な結果〕
女子シングルスＢの部
準優勝　山中麗愛
　　　　（西豊田バドミントン）
女子シングルスＣの部
第３位　是則結香
　　　　（西豊田バドミントン）

■茨城新聞社杯・第 48 回茨城県選
手権大会兼第 51 回全国大会茨城県
予選大会

〔と　き〕11 月 15 日（日）、21 日
（土）、22 日（日）
〔ところ〕ひたちなか市総合運動公
園体育館　他

〔主　催〕茨城県バスケットボール
協会、茨城新聞社

〔主な結果〕
男子の部
第３位　八千代ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団

スポーツコーナー

準優勝した八千代男子ミニバスの皆さん

　　

　　11月 15日、21日、22日にひたちなか市など 3会場で行われた、
茨城新聞社杯第 48回茨城県選手権大会兼第 51回全国大会茨城県予
選大会で、八千代ミニバスケットボールスポーツ少年団が第３位とな
り、12 月 25 日に野村町長へ表敬訪問しました。キャプテンで西豊
田小６年の髙野慶弐さん（高野）は「大会の時に入院していたチーム
メイトのためにも、優勝を目指していました。前半は焦りもありまし
たが、後半は自分たちの力が出せたと思います」と試合を振り返りま
した。新型コロナウイルス感染症の影響で関東大会が中止となったた
め、今回の大会で６年生の６人は引退となります。

第 51 回全国大会茨城県予選大会で第３位
－ 　八千代ミニバスケットボールスポーツ少年団　－

野村町長、赤松教育長と、八千代ミニバス
ケットボールスポーツ少年団の皆さん

　　

　八千代第一中学校のサッカー部１年生が、11 月 21 日に古河市で
開催された、県西地区１年生大会で第３位となり、12 月 16 日に野
村町長へ表敬訪問しました。現在、八千代一中サッカー部の１年生は
９人のみで構成されており、２人欠員の中、今大会で見事第３位に輝
きました。大会を振り返り、１年生キャプテンの古澤藍斗さん（下山
川）は「みんなの気持ちが一つになった結果で、９人だからこそ一致
団結し勝てたのだと思います。次からは新しく１人増え、10人でプ
レーできるので、みんなでより上を目指して頑張っていきます」と今
後の抱負を語りました。

９人のチームワークで第３位
－ 　八千代一中サッカー部１年生　－

野村町長、赤松教育長と一中サッカー部
１年生の皆さん

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

第３位の八千代男子ミニバスの皆さん
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為
た め が い

我井 笑
にこ

さん（中結城小４年）

　

私
が
大
好
き
な
人
は
弟
の
展
で
す
。
私
が
学
校
か

ら
帰
っ
て
来
て
つ
か
れ
て
い
て
も
展
を
見
る
と
つ
か

れ
が
と
れ
て
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
展
が
最
近
覚
え
た

り
ま
ね
し
た
り
す
る
の
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
で
す
。
ご
は
ん
を
食
べ
る
時

に
わ
た
し
た
ち
が
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
う
と
展

は
手
を
あ
わ
せ
ま
す
。
二
つ
目
は
「
ワ
ン
ワ
ン
」
で

す
。
展
が
庭
に
出
て
犬
を
み
る
と
「
ワ
ン
ワ
ン
」
と

言
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
食
べ
た
い
物
、
ほ
し
い
物

を
指
さ
す
こ
と
で
す
。
ほ
し
い
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
と

わ
た
し
た
ち
に
ね
だ
り
ま
す
。
展
が
こ
の
三
つ
を
や

る
と
「
か
わ
い
い
」
と
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
た

し
を
い
つ
も
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
展
が
大
好
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
展
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

大

好

き

な

弟

　歌とダンスが大
好き！いつも、ニ
コニコ笑顔で家族
みんなを和ませて
くれます。これか
らも色々なことを
経験し、すくすく
と成長していって
ね。

父　義人さん
母　里沙さん

矢
や べ

部　日
ひ な

菜ちゃん
 平成 30 年 11 月 16 日生まれ
 　　　　　　　　　　（村貫東）

展
のべる大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

さん （弟）

　いつもニコニコ
隼太郎くん。みん
なが笑顔になる
よ。時には甘えん
坊、時には暴れん
坊（笑）すくすく
大きくなってね！
生まれてきてくれ
てありがとう。

父　淳平さん
母　祐子さん

髙
た か の

野　隼
しゅんたろう

太郎ちゃん　
 令和２年１月 29 日生まれ
 　　　　　　　　　　（高野）

み ん な の 広 場
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

　

ヨ
ガ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
今
か
ら
約
30
年
前
く
ら
い
、
当

時
は
肩
こ
り
な
ど
の
体
の
不
調
が

続
き
整
体
へ
ず
っ
と
通
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
良
く

な
ら
ず
、
こ
れ
は
精
神
的
な
も
の

も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
、
ヨ
ガ
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
教
わ
っ

て
い
る
側
の
時
は
ス
ク
ー
ル
に
い

く
こ
と
が
お
っ
く
う
で
、
こ
れ
は

教
え
る
側
に
な
ら
な
い
と
続
か
な

い
と
思
い
、
講
師
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
仕
事
の
傍

ら
、
ヨ
ガ
講
師
と
し
て
も
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　
ヨ
ガ
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
？
　　

　

運
動
が
得
意
で
は
な
い
私
を
含

め
、
誰
で
も
何
歳
か
ら
で
も
で
き

る
こ
と
、
ヨ
ガ
を
し
終
わ
っ
た
後

の
爽
快
感
や
、
自
分
の
内
側
を
見

つ
め
て
精
神
を
整
え
ら
れ
る
こ
と

が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も

普
段
の
生
活
の
中
で
イ
ラ
イ
ラ
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
感
情
を
引
き
ず
っ
た
り
、
心
が

乱
れ
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
時
に
も
、
ヨ
ガ
を
す

れ
ば
体
を
通
し
て
気
持
ち
も
リ

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

や
っ
て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、
日

常
生
活
で
も
穏
や
か
に
な
り
、
い

い
影
響
が
あ
る
の
を
実
感
し
て
い

る
の
で
、
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
の
私

で
も
、
こ
ん
な
に
続
い
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

　

生
徒
と
し
て
来
て
く
れ
て
い
る

方
々
に
、
ヨ
ガ
を
体
の
治
療
の
手

段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
活
に

活
か
し
、
よ
り
良
く
生
き
て
い
く

た
め
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを

　　　ご紹介していきます !

町長コラム vol. ４

医療との連携について

　今月はコロナ関連の話をお届けします。昨年、菊山医
院の加藤先生と急ぎの件ということでお会いしました。
　お話の一つ目は、年末年始における発熱等の症状
のある方に対する臨時の診療体制等確立の件、二つ
目は今年３月下旬頃に始まるであろうワクチン接種
の件でありました。
　お陰様で年末年始における発熱等の症状が出た場
合の診療体制を町内に確保することができました。
ご協力に対し改めて御礼申し上げます。
　町でも感染症対策本部を立ち上げ、国や県と連携
し感染拡大防止対策を行ってまいりましたが、ワク
チン接種が現実味を帯び、今後は専門的知識のある
地元医師会等との連携が重要不可欠な場面に入って
いることが、より具体的に鮮明に理解できた瞬間で
ありました。
　そしてワクチン接種については、医師や看護師の

人材確保や接種の方法、会場の選定、優先順位の決
定など課題が山積みであり、早急に対策を講じる必
要があることを指摘されました。
　国会での総理大臣のワクチン接種に関する発表
を、いよいよ時が来た、と受け止めました。当町に
おきましても、速やかに医師会等と行政の専門チー
ムを立ち上げ、ワクチン接種が円滑に進みますよう
対策を講じてまいります。
　さて、今年も「コロナ」で始まりましたが、東日
本大震災から 10年目、そして、来年２月には「八千
代町町制施行 50周年」という節目の年となります。
一刻も早いコロナの終息を願いつつ、町民の皆さま
とともに半世紀におよぶ八千代町発展の歴史を振り
返り、先人の努力に感謝し、記念行事を盛大に敢行
できますよう、どうか町民の皆さまのご理解、ご協
力をお願い申し上げます。

　（佐野東）
内
うちやま

山 薫
かおる

 さん 
総合体育館でのヨガ教室を始め、ヨガ
インストラクターとして町内外で活躍
されています。
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お 知 ら せ 版
№ 699

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます ☎ 0296-49-4321

八千代町役場　（代）☎ 0296-48-1111

日
時　

２
月
27
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

相
談
内
容　

相
続
や
遺
言
、
成
年

後
見
、
離
婚
、
農
地
転
用
、
法
人

設
立
、
債
権
回
収
、
在
留
許
可
な

ど
の
法
律
相
談
や
行
政
手
続

相
談
料　

無
料

※
事
前
予
約
不
要
。
当
日
先
着
順

と
な
り
ま
す
。　

　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部　

雪
華
法
務
事
務
所　

細
井

　

０
２
８
０
‐
33
‐
３
６
８
５

日
時　

２
月
27
日
（
土
）
午
前
９

時
～
午
後
４
時

場
所　

茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校

対
象
者　

Ｉ
Ｔ
に
関
心
を
持
つ
高

校
生
お
よ
び
保
護
者
な
ど

内
容　

学
校
見
学
や
体
験
授
業
※

見
学
の
み
希
望
の
方
は
、
事
前
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

体
験
授
業
希
望
者
の

み
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
限　

２
月
26
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

０
２
９
‐
２
６
９
‐
５
５
０
０

伴
う
事
務
手
続
き
に
よ
り
、
受
付

を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　

自
動
車
税
は
、
県
の
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
転
居
な
ど

で
茨
城
県
に
転
入
し
た
方
は
、
住

民
登
録
と
あ
わ
せ
て
、
所
有
し
て

い
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
県
内

ナ
ン
バ
ー
（
水
戸
・
土
浦
・
つ
く

ば
）
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
８

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
０

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
完
全

予
約
制
で
す
。）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５　

　

農
業
振
興
地
域
（
農
振
地
域
）

と
は
、
農
地
を
守
る
た
め
に
指
定

さ
れ
た
地
域
で
す
。
地
域
内
の
農

用
地
を
農
業
以
外
に
使
用
す
る
場

合
は
、
農
振
地
域
か
ら
の
除
外
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
己

住
宅
の
建
築
や
駐
車
場
の
整
備
等

の
計
画
が
具
体
化
し
、
除
外
を
希

望
す
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
１
日
（
月
）
～

31
日
（
水
）　

※
除
外
手
続
き
に
は
半
年
以
上
か

か
り
ま
す
。
受
付
は
３
月
と
９
月

の
年
２
回
の
み
で
す
の
で
、
計
画

的
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
３
年
９
月
受
付
終
了
後
、

農
振
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に

　　　　

祝
日
の
た
め
、
可
燃
ご
み
収
集

日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
前　

２
月
11
日
（
木
）

変
更
後　

２
月
12
日
（
金
）

　

環
境
対
策
課
生
活
環
境
係

　
（
内
線
２
４
１
０
）

　

就
職
に
つ
い
て
の
悩
み
や
不
安

を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
18
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
方
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限　

２
月
17
日
（
水
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

問

問

お

知

ら

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

就
職
す
る
と
決
め
た
あ
な

た
を
応
援
し
ま
す
！

TEL

２月の納税等
国民健康保険税（第８期）

後期高齢者医療保険料（第８期）
介護保険料（第６期）

納期限は３月１日（月）です。

国保年金課（内線 1310）
　　　　　  （内線 1330）
長寿支援課（内線 1240）

問

ご
み
収
集
日
が
変
更
に
な

り
ま
す

自
動
車
は
県
内
の
ナ
ン

バ
ー
に
し
ま
し
ょ
う

県
立
Ｉ
Ｔ
短
大
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

農
業
振
興
地
域
の
除
外
手

続
き
の
ご
案
内

TEL

問

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でもさまざまな手段で訓練が行われます。

日　　時　２月 17 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

TEL

TEL

TEL

問

問

問

問問TEL
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●人口 21,736 人 (1,288) ●男 11,437 人 (1,057) ●女 10,299 人 (231)
●世帯数 7,760 世帯 (1,114)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 １月１日現在

 

令和３年度　会計年度任用職員を募集します

任用期間　令和３年４月１日（木）～令和４年３月 31 日（木）　※職種により、期間が短いものがあります。
勤務形態　フルタイムまたはパートタイム                          募集職種　事務補助職、労務職、補助員
選考方法　書類審査および面接                                            申込期限　２月 25 日（木）
申込方法　事前に電話連絡のうえ、会計年度任用職員申込書を町ホームページからダウンロードし、担当課
　　　　　へ提出（障がいのある方は、手帳の写しを添付）※書類提出時に、簡単な面接を行います。
受付時間　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分　※土日祝日を除く。
※社会保険、雇用保険の加入は雇用形態により異なります。

【募集内容】     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市外局番は「0296」
職名など 任用

人数 業務内容 応募資格等 勤 務 日
勤務時間 賃金等 勤務場所 担当課等

連絡先

事務補助員

１人 各種証明書の発行、
マイナンバーの受付

特になし

月～金のうち週４日
午前９時～午後４時

時給
897 円以上

戸籍住民課
（庁舎１階）

戸籍住民課
49-3940１人

月～金
午前８時 30 分～午後
５時のうち７時間

１人 電話応対、
ふるさと納税関係事務

財務課
（庁舎３階）

財務課
48-3817

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

国保年金課
（庁舎１階）

国保年金課
49-6314

１人 健康増進課
（保健ｾﾝﾀｰ）

健康増進課
48-1955１人

月～金のうち週４日
午前９時～午後４時１人

会計課
（庁舎１階）

会計課
49-3946

1 人
税金等収納事務および
公金等日計処理、電話
応対、資料整理

 特になし
（金融関係経験
があれば尚可）

月～金
午前８時 30 分～午後
５時のうち７時間

１人 窓口業務、農地関係業
務

特になし

農業委員会事務局
（庁舎２階）

農業委員会事務局
49-3948

１人 窓口業務、農地中間管
理事業に関する業務

産業振興課
（庁舎２階）

産業振興課
49-3943

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

上下水道課
（浄水場内）

上水道係
48-2037

１人 農業集落排水係
48-2238

１人
火～日のうち土日を含む週 5 日
午前 8 時 30 分～午後６時 15
分のうち７時間

生涯学習課
（図書館）

生涯学習課
48-3819３人

カウンター業務、書架
整理、資料修理

火～日のうち土日を含む週３日
午前 8 時 30 分～午後６時
15 分のうち７時間 45 分

１人
火～日のうち土日を含む月 5 日
午前 8 時 30 分～午後６時
15 分のうち７時間 45 分

教育支援員
１人 学校生活において支援を必

要とする児童の支援

月～金のうち週２日
午前 8 時 40 分～午後２時 20 分 時給

1,019 円以上 町内小学校 学校教育課
48-1519１人 月～金のうち週３日

午前 8 時 40 分～午後２時 20 分

町内小中学校学校用務員 ７人 学校長の指示する労務
作業

月～金
午前８時～午後４時

時給
859 円以上

調理員

１人

給食の調理、配送、洗
浄業務

 特になし
（調理師免許あ
れば尚可）

月～金
午前８時 30 分～午後３時 15 分

時給
859 円以上

給食センター 給食センター
48-1149

６人
月～金
午前８時 30 分～正午
月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後３時 15 分

６人 月～金
午前８時 30 分～午後５時 15 分

月額
139,900 円以上

配送員 ２人 配送、清掃業務 運転免許 月～金
午前 10 時 30 分～午後３時 30 分

時給
859 円以上

事務補助員 １人 窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理 特になし 月～金

午前８時 30 分～午後 4 時 30 分
時給
897 円以上

※任用人数は、見込みのため変更になる場合があります。
※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する方は応募できません。
問い合わせ　総務課人事給与係（内線３３２０）



広報やちよ№ 736　2021. ２月号　　　14

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
４
億
６

４
７
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
公
共
下
水
道

事
業
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
12
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

久
保
谷
六ろ

く
え
い衛

さ
ん
（
山
ノ
神
）

　◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
委
員
が
令
和
３
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
左
記
の
方
を
引
き
続
き
推
薦

し
た
い
と
し
て
議
会
に
意
見
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
、
推
薦
人
が
適

任
で
あ
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

谷
中
悦
子
さ
ん
（
坪
井
）

12 月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１８０

八千代町第６次総合計画基本構想を議決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例　

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、

立
候
補
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長
選
挙

に
お
い
て
、
選
挙
運
動
に
用
い
る

自
動
車
の
使
用
、
ビ
ラ
の
作
成
、

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
係
る
費
用
を

町
が
負
担
す
る
こ
と
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　令和２年第４回定例会は、12 月４日から 11 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和２年度補正予算をはじめ、条例制定など 11 議案が提案され、審議の結果、
全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は 12 月 10 日と 11 日に行われ、７人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
３
９

６
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

18
億
２
３
２
５
万
１
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

付
費
５
０
４
５
万
円
、
地
域
支
援

事
業
費
５
５
２
万
４
０
０
０
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
の
増
減
は
な
く
、
歳

出
予
算
の
組
み
替
え
を
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
第
１
工
区
区

画
整
理
事
業
費
の
委
託
料
を
減
額

し
、
第
２
工
区
区
画
整
理
事
業
の

補
償
補ほ

て

ん填
及
び
賠
償
金
と
公
債
費

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１

万
７
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
３
億
１
９
５
６
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
管
理
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０

０
万
３
０
０
０
円
減
額
し
、
予
算

総
額
を
１
０
３
億
６
３
９
８
万
５

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
電
算
処

理
及
び
シ
ス
テ
ム
開
発
・
改
修
委

託
料
を
含
む
Ｏ
Ａ
化
整
備
費
５
７

８
万
６
０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
繰
出
金
を
含
む
老

人
医
療
費
６
５
３
万
５
０
０
０
円

を
増
額
し
、
特
別
定
額
給
付
金
２

６
６
４
万
２
０
０
０
円
、
町
長
選

挙
費
７
１
５
万
３
０
０
０
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
７
３
０

万
５
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
２
億
２
７
２
６
万
８
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
、
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
委
託
料
を
含
む
総
務
費
79

万
５
０
０
０
円
。
保
険
基
盤
安
定

納
付
金
を
含
む
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
６
５
１
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

● 

条　

例

● 

予　

算

● 

人　

事

選挙に立候補しやすい環境を整えます
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◇
町
道
路
線
の
廃
止

　

株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ
関
東
工
場

及
び
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
八
千
代
地

区
青
果
セ
ン
タ
ー
の
開
発
に
伴

い
、
平
塚
地
内
の
１
路
線
と
太
田

地
内
の
１
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

◇
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想

　

令
和
３
年
度
か
ら
計
画
期
間
が

開
始
と
な
る
第
６
次
総
合
計
画
に

つ
い
て
、
将
来
像
を
「
と
も
に
つ

む
ぎ　

ひ
び
き
あ
う　

協
奏
の
ま

ち　

八
千
代
」
と
し
、
基
本
目
標

を
「
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
「
誰

も
が
健
康
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
「
未
来
に
つ
な
ぐ
、

八
千
代
人
を
育
む
ま
ち
」
「
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
、
働
き
や
す

い
ま
ち
」
「
み
ん
な
で
創
る
魅
力

あ
る
ま
ち
」
の
５
つ
と
す
る
基
本

構
想
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
は
11

月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
臨
時
会
で
は
、
条
例
改
正
３
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

◇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
や
雇
用
情
勢

を
反
映
し
た
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
令
和
２
年
12
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
05

月
引
き
下
げ
、
令
和
３
年
６
月
以

降
は
期
末
手
当
の
支
給
割
合
が
６

月
、 

12
月
で
均
等
に
な
る
よ
う
改

め
る
も
の
で
す
。

取り壊しになる旧学校給食センター
（菅谷地内）

● 

そ
の
他

● 

条　

例

第
１
回
臨
時
会

議
会
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

八
千
代
町
議
会
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

議
会
に
関
す
る
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

・
議
員
の
紹
介

・
議
会
の
仕
組
み

・
議
会
の
傍
聴

・�

会
議
（
定
例
会
、
臨
時
会
）

の
審
議
結
果
、
会
議
録

・�

議
会
だ
よ
り
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー　
　
　
　
　
　

な
ど

　

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機

関
に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴

え
る
手
段
の
こ
と
で
す
。

　

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

○
請
願

　

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
内
容
を
所
管
す
る

常
任
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
。

○
陳
情

　

議
員
の
紹
介
は
不
要
で

す
。

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま

す
。

※�

そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

八千代町　議会

議会のホームページは
こちらから！

議
会
の
豆
知
識

「
一
般
質
問
」

　

議
員
が
議
長
の
許
可
を
得

て
本
会
議
で
行
う
質
問
の
こ

と
で
す
。

　

住
民
か
ら
重
大
な
関
心
と

期
待
を
持
た
れ
て
い
る
行
財

政
全
般
に
つ
い
て
執
行
機
関

に
問
い
か
け
、
議
員
自
ら
の

政
策
提
言
を
行
っ
た
り
、
政

治
姿
勢
を
示
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
事
な
議
員
活

動
の
場
で
す
。
質
問
す
る
議

員
、
そ
れ
を
受
け
る
執
行
機

関
と
も
に
十
分
な
準
備
が
必

要
に
な
る
た
め
通
告
制
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
一
般
質
問

を
行
う
場
合
に
は
通
告
書
に

質
問
の
要
旨
を
記
入
し
て
事

前
に
議
長
に
提
出
し
ま
す
。

　

質
問
の
要
旨
や
質
問
を
行

う
順
序
は
、
定
例
会
の
初
日

に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

総合計画はまちづくりの
指針になるものです
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で
、
「
お
か
み
さ
ん
の
会
」
を
創

設
し
て
外
国
人
と
の
共
生
に
向
け

た
足
掛
か
り
に
で
き
な
い
か
を
考

え
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
外
国
人

向
け
の
相
談
窓
口
体
制
の
整
備
や

外
国
人
と
住
民
の
交
流
を
目
的
と

し
た
事
業
の
開
催
、
国
際
理
解
促

進
の
た
め
の
講
座
の
開
催
、
日
本

語
教
室
の
開
設
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

気
を
持
っ
て
踏
み
出
す
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
私
も
考
え
て
い
ま

す
。
返
礼
品
数
は
当
町
が
１
３
６

品
で
あ
る
の
に
対
し
、
境
町
は

４
６
５
品
と
差
が
あ
り
、
同
様
に

実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
を
見
て

も
や
は
り
返
礼
品
の
多
さ
が
そ
の

ま
ま
納
税
額
の
多
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
を
押
さ
え
て
さ

ら
に
返
礼
品
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
町
長
に
は
強
い
姿
勢
で
町

政
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
町
は
衰
退
す
る

一
方
に
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て

い
ま
す
。
前
例
踏
襲
か
ら
脱
却
し

て
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
い
ま
す
が
、
町
長
の
思
い

を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

町
政
を
預
か
る
身
と
し

て
、
安
心
、
安
全
で
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目
指
す
と

約
束
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
向

け
て
大
い
に
努
力
し
、
他
の
自
治

体
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

・
町
民
バ
ス
の
廃
止
に
つ
い
て

　

境
町
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
納
税

額
が
全
国
８
位
、
県
内
１
位
に
位

置
し
た
こ
と
も
あ
り
、
納
税
者
に

対
す
る
返
礼
品
の
数
も
多
い
な

ど
、
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
財
源
確 大久保 敏夫 議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

保
に
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

当
町
で
は
令
和
３
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
歳
入
を

１
億
５
０
０
０
万
円
程
度
見
込
ん

で
い
ま
す
が
、
境
町
で
は
過
去
に

は
60
億
円
と
い
う
実
績
も
あ
り
ま

す
。
境
町
は
返
礼
品
数
が
多
く
、

組
織
と
し
て
も
10
名
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ

れ
ま
で
の
地
道
な
取
り
組
み
の
積

み
重
ね
が
大
き
な
成
果
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
強
化
は
私
の
公
約
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
他
市
町
村
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
事
業

を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

　

町
長
に
は
考
え
方
を
抜
本
的
に

変
え
て
も
ら
い
、
発
想
の
転
換
を

持
っ
て
町
政
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
切
り
替
え
が
返
礼
品
に
現
れ
て

く
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
当
町
の
用
意
し
て
い

る
返
礼
品
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町　

長　

発
想
の
転
換
を
持
ち
勇

１
２
０
０
人
を
超
え
る
外
国
人

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
情
報
を
提
供
す
る

た
め
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

中
国
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
な
ど
６
ケ
国
語
で
の

翻
訳
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
の
各

種
チ
ラ
シ
も
外
国
語
表
記
の
も

の
を
用
意
し
た
り
、
役
場
の
窓

口
で
は
音
声
翻
訳
機
を
活
用
し

た
対
応
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

町　

長　

外
国
人
と
の
共
生
で

は
言
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
な

ど
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
で
生
活
を
送
る
上
で

日
本
の
ル
ー
ル
、
八
千
代
町
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、
例
え

ば
、
農
業
技
能
実
習
生
に
つ
い

て
は
受
け
入
れ
先
の
奥
さ
ん
が

性
格
や
仕
事
の
様
子
を
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

外
国
人
労
働
者
と
の
共
存
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る
人
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
当
町
で

も
農
業
分
野
に
お
け
る
技
能
実
習

生
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
に
携
わ

る
外
国
人
の
数
が
年
々
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
異
な

る
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
、
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
き
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

今
後
も
外
国
人
の
人
口
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
本

人
、
外
国
人
が
と
も
に
、
よ
り
一

層
安
心
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
、

町
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

現
在
、
当
町
に

は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
ラ
オ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
な
ど
、

関 眞幸 議員

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
７
名
が
登
壇

当町の外国人登録者数
（国籍別）

・中国� 303 人
・ベトナム� 251 人
・スリランカ� 122 人
・ラオス� 107 人
・インドネシア� 105 人
・フィリピン� 92 人
・タイ� 92 人

など
（令和２年 12 月現在）
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
２
０
０

９
年
に
総
務
省
が
始
め
た
制
度

で
、
都
市
部
に
住
む
人
た
ち
に
地

方
へ
移
住
し
て
も
ら
い
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
を
活
動
費
と
し
な

が
ら
地
方
の
魅
力
を
創
造
す
る
活

斬
新
な
視
点
、
熱
意
、
行
動
力
に

よ
り
大
き
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
行
政
で
は
で
き

な
か
っ
た
柔
軟
な
考
え
方
に
よ
る

地
域
お
こ
し
策
の
発
案
や
住
民
が

増
え
る
こ
と
に
よ
る
地
域
活
性

化
、
新
た
な
関
わ
り
合
い
に
よ
る

活
力
創
造
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

当
町
で
は
人
口
減
少
問
題
へ
の

対
応
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
は
こ
れ
ら
に
有
効
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

協
力
隊
員
を
採
用
す
る
際
に
は
町

側
の
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

・
町
の
広
報
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

谷中 理矩 議員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
に
つ
い
て

動
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
参
加
者
は
20
歳
代
か
ら

30
歳
代
の
若
者
が
多
く
、
任
期
は

１
年
か
ら
３
年
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
任
期
終
了
後
に
は
実
に
そ
の

６
割
が
そ
の
ま
ま
そ
の
地
域
に
住

み
続
け
る
な
ど
、
定
住
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
世
代

の
人
口
増
へ
の
希
望
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
。
町
の
魅
力
発
信
や
新

規
就
農
、
６
次
産
業
化
な
ど
の
活

動
を
行
政
の
枠
組
み
を
超
え
た
、

も
っ
と
自
由
な
形
で
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
と
、
Ｉ
Ｔ
に
強

い
人
材
と
若
い
人
た
ち
の
呼
び
込

み
を
提
案
し
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長　

令
和
２
年
10
月
現
在
、

県
内
で
21
自
治
体
、
66
人
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
活
動
の
内
容
は
主

に
農
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
ま
ち
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
、
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入

し
た
地
域
で
は
、
協
力
隊
員
か
ら

築
物
の
耐
震
化
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設

の
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

毎
年
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
指
定
避
難
所
と

し
て
の
役
割
も
あ
る
施
設
で
す
の

で
、
今
後
は
大
規
模
な
修
繕
工
事

や
建
て
替
え
に
つ
い
て
時
期
等
も

含
め
て
協
議
、
検
討
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

東
京
直
結
鉄
道
地
下
鉄
８
号
線

に
関
し
て
は
、
平
成
28
年
４
月
の

交
通
政
策
審
議
会
答
申
に
東
京
都

押
上
か
ら
千
葉
県
野
田
市
ま
で
の

延
伸
に
加
え
、
茨
城
県
西
・
南
部

地
域
へ
の
さ
ら
な
る
延
伸
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
当
町
で
も
こ
の

事
業
に
対
し
て
活
発
に
推
進
活
動

を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

平
成
12
年
か
ら

千
葉
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
の
９

市
２
町
で
構
成
す
る
、
地
下
鉄
８

号
線
建
設
促
進
並
び
に
誘
致
期
成

第
６
次
総
合
計
画
と
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　

近
年
で
は
行
政
区
に
加
入
し
な

い
世
帯
が
増
え
て
き
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
行
政
区
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り

か
ね
な
い
と
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

秘
書
公
室
長　

行
政
区
は
災
害
時

の
住
民
同
士
の
協
力
体
制
や
生
活

環
境
づ
く
り
な
ど
、
地
域
づ
く
り

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
現

状
の
問
題
に
つ
い
て
行
政
区
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
行
政
で
協
議

を
す
る
と
と
も
に
、
行
政
区
の
加

入
推
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
施
設
で
あ
る
中
央
公
民
館

と
総
合
体
育
館
が
建
築
さ
れ
て
か

ら
大
規
模
な
災
害
を
踏
ま
え
た
建 安田 忠司 議員

同
盟
会
に
参
加
し
、
要
望
活
動
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

前
述
の
同
盟
会
に
は
私

と
議
長
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て

お
り
、
関
係
市
と
共
に
国
や
県
に

強
く
要
望
し
て
い
く
考
え
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・�

国
道
１
２
５
号
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

・�

古
河
市
内
の
十
間
道
路
か
ら
当

町
ま
で
の
区
間
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

・�

軽
自
動
車
の
不
正
登
録
に
つ
い

て

若者を呼び込める
仕組みづくりを



広報やちよ№ 736　2021. ２月号　　　18

　

１
級
町
道
８
号
線
で
は
、
第
１

期
工
事
区
間
で
あ
る
若
地
内
か
ら

東
蕗
田
地
内
ま
で
に
つ
い
て
は
平

成
26
年
度
に
開
通
と
な
っ
て
い
ま

す
。
第
２
期
工
事
区
間
で
あ
る
東

蕗
田
地
内
か
ら
栗
山
地
内
ま
で
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
地
元
説

明
会
や
境
界
確
認
作
業
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

国
か
ら
の
補
助
金
額
が
要
望
の
10

分
の
１
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

や
一
部
の
地
権
者
か
ら
の
境
界
確

認
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
事
業
が
実
施
で
き
な
い

状
況
で
す
。

町　

長　

町
の
財
政
状
況
も
大
変

厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
両

路
線
と
も
当
町
か
ら
他
市
へ
つ
な

が
る
基
幹
道
路
で
あ
り
、
日
常
的

な
利
便
性
の
向
上
、
町
の
経
済
活

動
、
広
域
連
携
の
活
性
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
に
工
事
着
手
が
で
き
る

よ
う
、
確
実
に
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
級
町
道
15
号
線
は
地
元
か
ら

も
道
路
改
良
の
要
望
が
あ
り
、
地

域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
、
ま

た
圏
央
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
重
要
な
道
路
で
す
。
平
成
18

年
度
に
事
業
が
開
始
さ
れ
、
そ
の 大久保 武 議員

１
級
町
道
15
号
線
、
１
級
町
道
８
号
線
に
つ
い
て

後
一
時
は
休
止
状
態
と
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
再
開
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

１
級
町
道
８
号
線
は
、
若
地
内

を
通
る
県
道
結
城
坂
東
線
か
ら
東

蕗
田
地
内
、
栗
山
地
内
を
抜
け
て

筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
南
側
交
差
点
へ

通
じ
る
道
路
と
な
り
ま
す
。
西
側

方
面
は
古
河
市
に
、
南
側
方
面
は

下
妻
市
、
常
総
市
へ
と
通
じ
る
重

要
な
道
路
で
す
。
一
部
は
整
備
さ

れ
た
も
の
の
、
残
り
の
区
間
は
道

路
幅
が
狭
い
ま
ま
で
す
。

　

両
路
線
と
も
地
元
住
民
か
ら
一

日
で
も
早
い
工
事
着
手
を
望
む
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

１
級
町
道
15
号

線
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
平
面
測
量

や
路
線
測
量
、
土
質
試
験
調
査
、

道
路
の
詳
細
設
計
、
橋
の
概
略
設

計
、
橋
の
予
備
設
計
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
橋
の
予
備
設

計
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で

は
特
に
橋
の
新
設
に
数
億
円
の
事

業
費
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
予
算

の
確
保
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

保
を
行
う
べ
き
で
す
。

　

安
定
的
な
団
員
の
確
保
は
将
来

に
わ
た
っ
て
の
当
町
の
安
全
、
安

心
に
直
結
す
る
課
題
で
も
あ
り
ま

す
。
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

消
防
団
へ
の
応
援
事

業
と
し
て
、
他
市
町
村
で
は
消
防

団
応
援
の
店
や
消
防
団
員
サ
ポ
ー

ト
事
業
所
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま

す
。
地
域
を
挙
げ
て
消
防
団
を
応

援
し
団
員
の
確
保
と
加
入
促
進
を

図
る
た
め
、
賛
同
す
る
事
業
所
の

協
力
に
よ
っ
て
団
員
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

も
ら
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
消
防

団
を
応
援
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

貢
献
や
集
客
効
果
が
図
ら
れ
る
と

い
っ
た
効
果
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

消
防
団
へ
の
理
解
の
向
上
や
団

員
確
保
へ
の
機
運
の
醸
成
、
何
よ

り
も
団
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

に
な
る
試
み
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
消
防
団
応
援
の
店
の
導
入

に
つ
い
て
は
団
員
か
ら
も
要
望
が

あ
り
ま
す
。
消
防
団
や
関
係
機
関

と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消

防

団

応

援

事

業

に

つ

い

て

　

消
防
団
は
地
域
に
密
着
し
た
防

災
組
織
と
し
て
、
火
災
発
生
時
の

出
動
の
ほ
か
、
防
火
、
防
災
へ
の

啓
発
活
動
や
消
防
技
術
を
磨
く
た

め
の
操
法
訓
練
な
ど
、
地
域
の
安

全
、
安
心
を
一
手
に
担
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
国
的
に
も
消
防

団
活
動
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
当

町
で
も
毎
年
の
よ
う
に
団
員
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
団
員
の
確
保
や
士
気

向
上
を
図
る
た
め
、
町
と
事
業
所

が
連
携
し
た
消
防
団
応
援
事
業
の

導
入
を
提
案
し
ま
す
。
事
業
所
が

考
え
た
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
団
員

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
消
防
団
応
援
割
り
を
導
入
、

団
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
人

材
の
ス
カ
ウ
ト
を
行
い
、
町
は
事

業
所
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

紹
介
す
る
な
ど
、
町
と
事
業
所
と

が
協
力
体
制
を
敷
い
て
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
積
極
的
に
団
員
確 大里 岳史 議員

町　

長　

消
防
団
員
の
確
保
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
消
防
団
な
ど
広
く
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
防
災
力
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
環
境
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

現在の１級町道 15 号線
（芦ケ谷新田地内）

消防団辞令交付式の様子
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者
の
公
募
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

高
齢
者
交
流
サ

ロ
ン
は
、
介
護
事
業
所
に
よ
る
も

の
２
カ
所
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
も
の
４
カ
所
が
現
在
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
定
員
が
29
人
以
下
の
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
町
民
だ
け
が
利
用
で

き
る
施
設
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者

福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
す
る
上
で
介
護
保
険
事
業

量
の
見
込
み
を
推
計
し
て
い
ま
す

が
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に

は
介
護
事
業
者
の
参
入
を
促
し
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
確
保
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

町　

長　

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
人
が
入
所
で
き
る

よ
う
事
業
の
適
正
化
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
が
不

足
す
る
場
合
に
は
、
要
介
護
者
を

取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情
勢
の
変

化
を
見
極
め
な
が
ら
、
緊
急
に
必

要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
公
募

高

齢

化

対

策

に

つ

い

て

　

高
齢
者
交
流
サ
ロ
ン
は
高
齢
者

の
孤
立
を
防
ぐ
交
流
の
場
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
以
前

に
質
問
し
た
際
に
は
、
民
間
事
業

所
に
よ
る
２
カ
所
の
高
齢
者
交
流

サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の
計
画
で

は
平
成
30
年
度
か
ら
の
３
年
間
で

４
カ
所
に
増
設
す
る
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
動
き

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
が
、
自
分
が
介
護

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
に
入
所
で
き
る
施
設
は
あ
る
の

か
、
と
不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
、

自
宅
で
の
訪
問
介
護
を
受
け
た

り
、
希
望
を
す
れ
ば
介
護
施
設
に

入
所
で
き
た
り
す
る
こ
と
が
町
民

の
願
い
で
す
。
現
在
策
定
中
の
高

齢
者
福
祉
計
画
に
、
町
民
だ
け
が

入
所
で
き
る
小
規
模
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
設
立
を
掲
げ
、
事
業 増田 光利 議員

も
一
つ
の
手
段
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・�

自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申
請
書

（
仮
ナ
ン
バ
ー
申
請
）
の
目
的

外
使
用
問
題
に
つ
い
て

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
３
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
を

取
り
な
が
ら
議
会
を
行
っ
て
い
ま
す

傍聴席では間隔を空けて
着席するようお願いします

介護事業の充実を

議場は役場４階にあります

　

町
議
会
で
は
、
執
行
機
関
で
あ
る
町
長
か
ら
提
案
さ
れ

る
条
例
や
予
算
な
ど
議
案
の
審
議
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防

止
し
な
が
ら
、
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・�

議
会
出
席
者
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・�

議
会
を
傍
聴
す
る
場
合
に
は
、
議
会
出
席
者
と
同
様
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
座
席
間
隔
の
確
保
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
傍
聴
席
の
ほ
か
に
も
議
会
中
継
を

視
聴
で
き
る
場
所
を
役
場
内
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
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